

















































































11) ;糖鎖は低イオン強度下中性近辺における溶解性を高めること(学会発表:13) ; 
78の低イオン強度下における凝集には分子表面の静電ポテンシャル分布が関わる
こと(学会発表:13) ;ナタネ 118は他の穂子 118とは異なる特性をもつこと(原著論
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